
血液製剤適正使用推進のための埼玉県合同輸血療法委員会による 

         「多施設血清フィブリノゲン値解析」へのご協力のお願い  

                   

○○○○○○○○病院 

 病院長     殿 

     

     

                  埼玉合同輸血療法委員会 代表世話人 前田平生 

                                世話人 （別記） 

謹啓 

 厚生労働省の提案により，埼玉県でも平成 21 年 7 月から埼玉県と県内医療機関各位およ

び赤十字血液センターからなる埼玉合同輸血療法委員会が活動をいたしております．委員

会の目的は「血液製剤の適正で安全な使用を推進する」ことです．このために調査，報告

等を行っております．  

 近年の研究では，血液凝固因子のフィブリノゲンの枯渇が大量出血の原因のひとつであ

ると報告されています．そこで，大量に輸血した症例の実際のフィブリノゲン値を県内の

多施設において調査する（測定されているデータをカルテから集める）ことになりました．

有用なデータが得られれば， 新鮮凍結血漿の使用量削減につながります． 

つきましては，「多施設血清フィブリノゲン値解析（計画書別添）」へのご協力をお願い

いたします．具体的には，本年から 5 年間 9 月から 11 月の 3 か月間，1 日で赤血球濃厚液 

10 単位以上を輸血した症例の輸血前後フィブリノゲン値（測定してあるものを利用する．

新たに測定するものではない）を連結不可能無記名の状態で委員会へ提出していただくと

いうものです（病院の規模にもよりますが０例から 30 例程度までと推定されます．予備調

査：埼玉医大総合医療センターでは 30 例/3 ヶ月）． 

別添の調査票にご記入いただき，調査票を 12 月 14 日までにご返送いただきたくお願い

いたします．解析結果は 2013 年 2 月 2 日の「第 4 回埼玉輸血フォーラム」で報告の予定で

す．  

ご多忙とは存じますが趣旨をご理解の上，ご協力いただきますようお願いいたします．  

 なお，同様の依頼状は輸血部（門）の長にも送付しております． 

                                      敬具 

          

2012 年 8 月 5 日 

                    事務局：埼玉県赤十字血液センター 

事務部 学術課  神山・田中 

電 話：０４２－９８５－６２４３ 

Ｅmail：godoyuketsu@saitama.bc.jrc.or.jp 



埼玉合同輸血療法委員会 世話人（順不同 敬称略） 

 

代表世話人 埼玉医科大学総合医療センター  前田 平生 

世話人 自治医科大学附属さいたま医療センター   安達 秀雄 

〃 埼玉医科大学総合医療センター   阿南 昌弘 

〃 埼玉医科大学国際医療センター/埼玉医科大学病院 池淵 研二 

〃 埼玉県立がんセンター        伊丹 直人 

〃 埼玉医科大学総合医療センター   大久保 光夫 

〃 防衛医科大学校病院    坂口 武司 

〃 埼玉医科大学総合医療センター   関 博之 

〃 埼玉県 保健医療部 薬務課   西川 由浩 

〃 自治医科大学附属さいたま医療センター  西田 淳二 

〃 埼玉県立小児医療センター   野村 耕司 

〃 獨協医科大学越谷病院       春木 宏介 

〃 深谷赤十字病院        平林 久美 

〃 自治医科大学附属さいたま医療センター  藤野 真治 

〃 さいたま赤十字病院    星野 茂 

〃 埼玉社会保険病院    前原 光江 

〃 埼玉協同病院                  村上 純子 

〃   埼玉県赤十字血液センター   芝池 伸彰 

     

平成 24 年 7 月 1 日現在  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


